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た荻 白色 の細 粉土であ る.
 上掲の分析数 値は朝鮮の干濡土の夫 に類似 し,從 つ て之等 の汀 土,海 上の呈 すべ き肥効性 を
次の如 き要 因 の もとに充分 に想 見し うると思 われる、
 1)汀 土の有す る放 射能の,植 物(作 物)の 毛根に封 す る生理 作用 並 び に土壌中の肥料分成の
肥効度の向上及び有 用微生 物め活動 を促進す るはた らき.
 2)汀 土 それ自盟 中 に含 むか叉は海水 によ り汀 圭に吸着 した或 る種 の極微 丑の諸元素(Rb,
M11,… …等)が1)と 類似 の作用 を呈す る効果.
 3)汀 七中のK,N, P, Fe, SiOL)等 の普通 肥料 としてのイ∫効 威分 の効果 と,雨 水 灌概水等
によ り流 出 し難 い こ とに基 す く肥効性の持績 的効果.
 4)汀 土の膠 質物が水田叉は田畑 に加わ ることによ り,水 田や畑地 の膠質 肌態,即 ち物理 化
學的性質 を著 し く改善 して土壌 の保水力,保 濃力,通 氣 力,養 分 保持 力等 を高 め土擾 微生 物の
活動 を促進 す ること等,主 として土地改 良 に)/'jする効果.
 以上 の諸因解明 に就 ては,も とよ り寧 ろ今後の研究 に待 っべ き ものが多い。切 に同學諸 彦の
高教援助 を希 うと共 に,本 研究の試料 を恵購下 された雫野碁氏,森 元良雄氏,小 岩健氏,大 桑
技術部長等 に各 々深厚 な る謝 意を表 す る次第であ る.
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        封する界面に加えられた直流電塵 の影響
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          上田静男 ・辻 輻 壽 ・渡 邊 昌
           Shizuo Ueda, Fukuju Tsuji and Akira Watanabe
 既 に報告 した よ うに水銀一電 解質溶液 界面 を機械的 に振動 させ る とそれ と同周波数 同波 形の
交流 が取 り出 され る.こ の効果は電氣毛管 曲線 に關 す る 】・iPpmalmの 式
                   (108)
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      ・一 σ一÷C・2
に於て1σ 。一σiの 増減 によつてeの 増減があらわれ,こ れが交流 として取 り出されるとゆ う
考えの下 に我々の研究室で實験的に見出された現象である.現 在ではピツクアツプ,マ イクロ
フオン等に慮用 され既に實用化の域に建している.伺 前式の σ・は最大界面張力,σ は各分極
電堅に封する界面張力,eは 二王層間の電位聾であ る.
 この効果の大要を述ぺ ると,第1圖
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流が磯生する.            E電 位差計  K増 幅器   Rf抵 抗
 さてこの交流狸 ヒの機欄 こついて}よ F抵 抗 M員 空騰 脚
決定的な事は未だ云 えないか,こ れについて多少興味ある結果が得 られた.即 ち既知の如 く,
水銀一電解質溶液界面 の特徴を示すものの1つ に上述の電氣毛管曲線がある.即 ちこの界面の
界面提力はそれに働 く分極電壁の函教 として拡物線 を示し,そ の極大の黙は所謂絶封零鮎で界
面の電荷が零の所 であ り.正 負の方向に分極が進むに從つて界面の正叉は負の電荷が増す もの
と考えられている.私 達はこの黙に着 目して,第1圖AB問 に直流の分極電塵 を加 えておいて
からBを 振動 させ,こ の分極 も嘔と交流出力の關係 を調べて見た.
               實  験  裟  置
 (1)毛 細管 直径0.2～D.3mm,イ ムピーダンスは勿論周波数に關係するが,溶 液柱の種
類 濃度,長 さ等 によ り攣化するので測定していないが1～10萬9の 程度 と想像 され る.
 (∬)竜 極 白金及び銅線を使用した.溶 液 との闇の抵抗を水銀極 におけ る抵抗に封 して無
親出來 る程度にするため接鰯面漬を大にした.
 (量)測 定回路 第1圖 の如 くで,出 力は1、のマイク ロアンメーターのよみで測つた.(μv
のオーダーに當 る).直 流分極電璽はEの 電位差計を韓用した.
               實  験  結  果
 實験結果は第2圖 に示す如 くであるが,数 値は紙面の都合上省略する.圖 中Aは 溶液モルー
KC1,電 極Cu, Bは 溶液モルーKI,電 極Cu, Cは 溶液モルーKCI,電 極1)tで ある.圖 中縦
の破線は上述の絶劉零鮎の電堅を示す.
 この結果か らわかる事は,何 れの場合にも絶封苓黙 と出力の極小黒占とが一致 して屠 り,こ れ
より爾方に正負の分極が進むに從つて出力が大になつていて,電 氣毛管曲線 と出力曲線の間に
                   (lo9)
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顯著な相關性が見 られ る事である.こ の事からこの
我。の現象は縢 齢 と力抵 抗曜fヒ 等。よつて起 1
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        ゴ ム の 高 周 波 加 硫 に つ い て
               (第1幸 艮～第2報)
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                緒      言
 近年ゴムの高周波加硫が國内の方々で行われているが,私 達は從來の蒸氣加硫のもの と比較
して,性 質の優劣を種 々な黙から槍討して見 た,本 報告では,加 硫の均一性,耐 老化性,耐 油
性に就いて蓮べ る.
                加 硫 の 理 論
 誘電罷を高周波電ろ掌内においた場合,誘 電吸牧現象を生 じて,誘 電腱の温度は上昇する.之
に就いては,ウ アーグナeの 複合暦論 とディバ・fの双極子説が唱えられている.前 者は誘電艦
は電氣的性質の異 る微少部分のモザイク的な集査榿であると見て,そ の境界面に吸牧が現れる
とした.後 者は誘電罷 を構成す る双極分子が高尉波電界によb廻 椰する爲 に吸牧現象が起 ると
した.然 してこの際吸牧 される電力Wは 次式で表 わされる.
      、VこKfeE2tgo"
ここにfは 周波臨 ・は誘電率,1・]は電堅,tgδ は損失角, i{は 常敷である。
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